
BIGINING ～園庭を作りなおそう！～ 

大型遊具の経年劣化により、園庭の見直しがスタート 

大型遊具はよく遊んでいたものの、危険も伴うため『保育者が側で見守れない時は出来

ない』など安全面や大人都合のルールも多かった園庭遊び。冬場の砂場が日陰でとても寒

い中遊んでいたり、三輪車をやりたい子と鬼ごっこをしたい子が混在しぶつかりそうにな

って危険だったり、と日々遊び方でどうしようかと悩んでいた部分がありました。今まで

も園庭環境を変えてきた経緯はあるものの、2023年に大型遊具の経年劣化を機にどのよう

な園庭環境が子どもにとって良いのか一から園全体で見直すことにしました。 

 園内で「園庭プロジェクト係」を立ち上げ、話し合いに各クラスから代表者が参加しま

す。まずはどのようなことに困っているか、どんな園庭にしたいかを持ち寄りました。 

やりたいことがたくさん集まり、まずはテーマ決め！ 

「やりたい！が叶う場所」に決定し、そこから更に動き始めました。 

 

 

 

 

まずは砂場を日当たりの良い奥の場所へ移動し、小屋や 

デッキも増設。ごっこ遊びや砂遊びのスペースも広がり、 

様々な年齢がいても伸び伸びと遊べるようになりました。 

築山も新たに作り、登る・下りるだけでなく、ボールを上 

から転がす、水を上から流すなど今まで見られなかった遊び 

も展開されていきます。新しい園庭では大人都合のルールは 

なくし、子どもたちがやりたいことを出来るだけ実現できるよ 

うに園全体で実践していきたいと考えています。 

安全面とやりたいことの両立に悩みながら園庭プロジェクトは 

進み始めました。 

↑以前あった大型遊具 ↑冬場は日陰で寒い砂場 

↑新しく作った砂場 

↑新しく作った築山 



  



 

 

  



 

 

  



 

 

 

 


